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送
付
す
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。



衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
原
発
の
電
源
系
統
の
安
全
性
の
評
価
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
巨
大
地
震
の
発
生
に
伴
う
安
全
機
能
の
喪
失
な
ど
原
発
の
危
険
か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
六
五
第
二
五
六
号
。
以
下
「
答
弁

書
」
と
い
う
。
）
一
の
�
に
つ
い
て
及
び
一
の
�
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
及
び
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
発

電
所
一
号
炉
そ
れ
ぞ
れ
の
設
計
に
関
す
る
事
実
に
基
づ
い
て
、
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
書
一
の
�
に
つ
い
て
は
、

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又
は
変
更
の
許
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
関
す
る
事
実
に
基
づ
い
て
、
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
当
該
答
弁
の
論
理
あ
る
い
は
前
提
条
件
の
ど
こ
に
過
ち
が
あ
っ
た
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
当
時
、
東
京
電
力
株
式

会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
の
よ
う

な
短
時
間
で
事
態
が
進
展
す
る
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
得
る
こ
と
の
認
識
や
国
際
的
な
動
向
を
迅
速
に
取
り
入
れ
る

姿
勢
が
欠
け
て
い
た
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
十
分
に
反
省
し
、
い
わ
ゆ
る
安
全
神
話

に
陥
ら
ず
、
国
際
的
な
原
子
力
規
制
の
動
向
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の
認
識
の
下
、
本
件
事
故
を
踏
ま

一



え
、
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立
場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
、
国
際
原

子
力
機
関
や
諸
外
国
の
規
制
基
準
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
自
然
条
件
の
厳
し
さ
等
も
勘
案
し
、
地
震
や
津
波
へ
の

対
策
の
強
化
や
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
の
導
入
を
図
っ
た
上
で
、
同
委
員
会
の
設
置
に
伴
い
改
正
さ
れ
た
核
原
料
物

質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制

法
」
と
い
う
。
）
及
び
原
子
炉
等
規
制
法
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
等
に
定
め
る
基
準
（
以
下
「
新
規
制

基
準
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
新
規
制
基
準
に
係
る
適
合
性
審
査
を
実
施
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
新
規
制
基
準
に
係
る
適
合
性
審
査
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又
は
変
更
の
許
可
の
申

請
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
最
新
の
科
学
的
・
技
術
的
知
見
を
踏
ま
え
て
発
電
用
原
子
炉
施
設
ご
と
に
策
定
し

た
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
耐
震
設
計
に
用
い
る
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
及
び
耐
津
波
設
計
に
用
い
る
基
準
津
波
に
対
し

て
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
や
冷
却
機
能
等
の
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
等

を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
委
員
会
は
、
新
規
制
基
準
に
係
る
適
合
性
審
査
に
お
い
て
、
万
が
一
、
地
震
又
は
津
波
の
発
生
等
に
よ
り
非
常

二



用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
や
冷
却
機
能
等
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
等
を
防
止
す
る
た
め
に
、
申
請
者
が
、
常
設
の
交
流
電
源
設
備
、
可
搬
型
の
電
源
設
備
や
注
水
設
備
等
の
必
要
な
設
備

を
設
け
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
可
搬
型
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
地
震
、
津
波
そ
の
他
の
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
等
を
考
慮
し
、

常
設
の
設
備
と
異
な
る
保
管
場
所
に
保
管
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
設
置
す
る
原
子
炉
施
設
を
特
定
原
子
力
施
設
と
し
て
指
定
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
電
力
に

対
し
、
「
特
定
原
子
力
施
設
か
ら
大
気
、
海
等
の
環
境
中
へ
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
適
切
な
抑
制
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
敷
地
周
辺
の
線
量
を
達
成
で
き
る
限
り
低
減
す
る
こ
と
」
等
を
含
む
「
特
定
原
子
力
施
設
へ
の
指
定
に
際
し
東

京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て
求
め
る
措
置
を
講
ず
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
十
一

月
七
日
付
け
原
規
福
発
第
一
二
一
一
〇
七
〇
〇
二
号
原
子
力
規
制
委
員
会
通
知
別
紙
）
を
示
し
て
、
当
該
特
定
原
子
力
施
設

に
関
す
る
保
安
又
は
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
の
措
置
を
す
る
た
め
の
計
画
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
施
設
の
状
況

に
応
じ
て
、
能
動
的
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
排
水
路
を
流
れ
る
水
に
つ
い
て
も
、
当
該
計
画
に
そ
の
放
射
性
物

三



質
濃
度
の
低
減
対
策
等
を
記
載
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


